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1. プラットフォームとは

• プラットフォームとは、インターネット接続においてビジネス・モデルを構成す
る中間レイヤーであり、コンテンツ・アプリケーションを通信ネットワーク上で
円滑に流通させるための機能の総称である。

• 携帯電話のプラットフォーム機能としては、具体例として、認証、課金、加入
者ID、端末ID、GPS情報、プッシュ型配信機能、著作権管理、検索機能など
が挙げられる。

• プラットフォームのオープン化が十分でない場合、スイッチング費用
に対して、スイッチング便益が小さくなり、加入者の自分の好みに応
じた最適な選択が妨げられ、携帯電話市場の活発な競争が阻害される
可能性がある。
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2. 調査の概要

• 総務省と京大依田研究室の合同で消費者アンケート調査を実施。

• 調査方法

アンケート調査会社によるWebアンケート調査

• 調査時期

2007年12月

• 調査対象

携帯電話(PHSを含む)を利用している者 1,142名

MNP経験者 281名(ツーカーからauへの乗換を含む)
注：任意抽出に基づくMNP経験率は5.8%。MNP経験者のサンプル数が少ないので拡
大抽出した。

MNP非経験者 861名
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調査の概要(1)

• MNP経験者とMNP非経験者の間では、事業者選択行動に大きな差違が観
察される。MNP経験者における事業者シェアは、au(66.9%)、ソフトバンク
(18.2%)、NTTドコモ(14.9%)。MNP非経験者における事業者シェアは、NTT
ドコモ(54.4%)、au(27.6%)、ソフトバンク(15.1%)。

• 現在よく利用するサービスとして、着うたなどの音楽配信、ゲームについて
20%前後の利用がある一方、メールやWeb以外の高機能サービスは利用し
ないユーザーも50%に達している。
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調査の概要(2)

• 過去のMNPの利用動向を見ると、NTTドコモとその他(ツーカーなど)からの
乗換が多い。今後のMNP利用の希望先を見ると、auと並んでソフトバンクの
人気が高い。

• MNP以外のポータビリティの利用意欲を見ると、メールアドレス※、コンテン
ツ、携帯端末共に30%前後である。

※携帯電話会社に依存しないポータブルなメールアドレス
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調査の概要(3)

• 公式サイトと一般サイトの利用動向を見ると、公式サイトの利用が多い。その
理由としては、安心して利用できるからという意見が多い。

• よく利用するコンテンツ・サイトとしては、ニュース、音楽配信の順であるが、
利用しない者も30%を越える。

• 有料コンテンツの利用動向を見ると、20%前後であるが、携帯電話会社を通
じた料金決済がほとんどである。

• しかし、PC一般サイトを利用したいという意見も50%ある。
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3. 携帯電話ポータビリティのコンジョイント分析

• 仮想的な質問票の選択を通じて、携帯電話のポータビリティに関する消費
者選好を計量経済学的に把握するために、コンジョイント分析を実施。

• ここでポータビリティとは、「携帯電話会社を変更したとしても、以前利用
していたサービスを引き続き利用できること」を表す。

• 推定にはミックスド・ロジット(ML)・モデルを用いた。
• パラメータが分布を持つと仮定し、条件付きロジット(CL)・モデルの抱え

るIIA仮定を一般化し、回答者の選好の多様性を表現可能にする。
• 推定はシミュレーション最尤法を用い、頑健性の確保のため、ランダム

変数のドローはハルトン・ドロー100回とする。
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• 質問票で用いられる属性とそのレベル一覧
① キャリア移行にかかる費用総額(COST)： 1,000円、2,000円、3,000円、4,000円、5,000円

＊現在、キャリアの移行には5,000円程度かかる。
② 携帯電話番号のポータビリティ(NUMBER)：常にあり
③ ポータブルなメールアドレス※(MAIL)：あり、なし
④ 音楽コンテンツのポータビリティ(MUSIC)：あり、なし
⑤ ゲームのポータビリティ(GAME)：あり、なし
⑥ 音楽・ゲーム以外のコンテンツ・アプリケーションのポータビリティ(OTHERS)：あり、なし
⑦ 携帯電話端末のポータビリティ(HANDSET)：あり、なし

※ 携帯電話会社に依存しないメールアドレスの継続利用
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4. 推定結果

• 分析の種類
① ポータビリティ経験の有無：(All data)(Portability Yes)(Portability No)
② 規格別NTTドコモ・ユーザー：(NTT DoCoMo)(3G)(2G)
③ 規格別auユーザー：(au by KDDI)(3G)(2G)
④ 規格別ソフトバンク・ユーザー：(Softbank)(3G)(2G)



10

5. 事業者乗換率

• ポータビリティに関する4つのシナリオ
① 5,000円でMNP以外のポータビリティがない場合：(¥5000 all portability off)
② 5,000円で全てのポータビリティがある場合：(¥5000 all portability on)
③ 3,000円でMNP以外のポータビリティがない場合：(¥3000 all portability off)
④ 3,000円で全てのポータビリティがある場合：(¥3000 all portability on)

• 現行に近いシナリオ①では、MNPのみで事業者乗換の意思を持っている
ユーザー比率は10%強である。比率はMNP経験者(16%)の方が、MNP非経
験者(12%)よりも高い。

• シナリオ②、現行料金並みでポータブルなメールアドレスから携帯電話端
末まで全てのポータビリティが実現すれば、計算上は40%前後の利用者が
乗換を検討する(注：乗換検討＝実際の乗換ではない)。

• さらに、シナリオ④、ポータビリティの料金が3,000円まで下がる場合、50%
前後の利用者が乗換を考えるようになる。
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6. 事業者間乗換によるユーザーの移動

• 事業者別に見た乗換率では顕著な差違は観察されない。しかし、現在の
契約者数が事業者間で大きく異なるために、結果的に発生する乗換ユー
ザーの入超と出超では事業者間で大きな差が生まれる。

• 一番乗換の小さいシナリオ④でも、300万の乗換がある。一番乗り換えの
大きなシナリオ①では、乗換数は1,000万に達する。

• 事業者間で乗換率に差がない場合でも、ポータビリティの向上は市場シェ
アを均等化する傾向を持つ。
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7. 各サービスのポータビリティへの支払意思額(WTP)

• 平均的な利用者を考えると、ポータブルなメールアドレスの利用を筆頭に、
音楽コンテンツ、携帯端末のポータビリティに対して、それぞれ500円〜
800円程度のWTPが存在する。各金額を合計すると、2,000円を超える
WTPになる。ただし、ゲームのポータビリティWTPは低い。

• MNP経験者の合計WTP(2,992円)は、MNP非経験者の合計WTP(2,184
円)よりも高い。

• 3Gユーザーの合計WTP(NTTドコモでは2,518円)は、2Gユーザーの合計
WTP (NTTドコモでは1,512円)よりも高い。

• 3Gユーザーに注目する限り、事業者別のポータビリティWTPに顕著な差
は観察されない。ただし、NTT3Gユーザーのメールアドレス、au3Gユー
ザーの音楽コンテンツのポータビリティWTPは高く、各会社別の消費者選
好の違いを反映しているのかもしれない。
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8. 音楽配信プラットフォームのコンジョイント分析

• 仮想的な質問票の選択を通じて、携帯電話の音楽配信サービス・プラット
フォームに関する消費者選好を計量経済学的に把握するために、コンジョ
イント分析を実施。

• ここで音楽配信サービス・プラットフォームとは、「携帯電話の音楽配信
サービスにおける、楽曲へのアクセス、料金回収方法、音楽データのコ
ピーなど、サービスの利用のしやすさ」を表す。

• 推定にはミックスド・ロジット(ML)・モデルを用いた。

• パラメータが分布を持つと仮定し、条件付きロジット(CL)・モデルの抱え
るIIA仮定を一般化し、回答者の選好の多様性を表現可能にする。

• 推定はシミュレーション最尤法を用い、頑健性の確保のため、ランダム
変数のドローはハルトン・ドロー100回とする。
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• 質問票で用いられる属性とそのレベル一覧
① 1曲あたりの価格(PRICE)：無料広告、100円、200円、300円
② 目当ての楽曲へのアクセス(ACCESS)：

• ポータル・メニューから音楽サイトにリンク、楽曲を検索
• 自分で個別サイトをたどったり、一般検索エンジンで、楽曲を検索

③ クレジットカード番号の入力(PAYMENT)：
• 携帯電話会社が回収代行するため、カード番号の入力が不要
• 別途、クレジット決済のため、カード番号の入力が必要

④ 音楽データの移行(PORTABILITY)：
• 音楽データをパソコンなどに簡単に移行できる
• 音楽データを携帯電話以外に移行できない

調査票　例

選択肢１ 選択肢２ 選択肢３

1曲あたりの価格 100円 0円だが広告が付く

音楽サイトへのリンク リンクなし リンクあり

クレジットカード番号の入力 入力不要 入力必要

音楽データの移行 移行できる 移行出来ない

選ぶ選択肢に○

選
択
肢
１
，
２
共

に
選
ば
な
い
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9. 推定結果

• 分析の種類
① 有料コンテンツ利用の有無：(All data)(Pay Contents Yes)(Pay Contents 

No)
② 規格別NTTドコモ・ユーザー：(NTT DoCoMo)(3G)(2G)
③ 規格別auユーザー：(au by KDDI)(3G)(2G)
④ 規格別ソフトバンク・ユーザー：(Softbank)(3G)(2G)
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10. 音楽配信サービス利用率

• プラットフォームに関する3つのシナリオ
① 300円で全てのプラットフォームが利用できない場合：(¥300 all off)
② 300円で全てのプラットフォームが利用できる場合：(¥300 all on)
③ 無料広告で全てのプラットフォームが利用できる場合：(¥0 all on)

• 有料一般サイトに近いシナリオ①で、音楽配信サービスの利用意思を持っ
ているユーザー比率は10%弱である。比率は有料コンテンツ利用者(9%)の
方が、有料コンテンツ非利用者(4%)よりも高い。

• 有料公式サイトに近いシナリオ②では音楽ポータル・サイト、料金回収代
行、音楽データ・コピーまで全てのプラットフォームが利用できれば、計算
上は20〜40%程度の利用者が音楽配信サービスを利用する(注：利用検討
＝実際の利用ではない)。

• さらに、シナリオ③、音楽コンテンツが無料広告タイプになる場合、70〜
90%程度の利用者が音楽配信サービスを利用する。
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11. プラットフォームへの支払意思額(WTP)

• 平均的な利用者を考えると、料金回収代行を筆頭に、音楽サイト・アクセ
ス、音楽コンテンツ・コピーのプラットフォーム機能に対して、1曲あたりそ
れぞれ数十円のWTPが存在する。各金額を合計すると、1曲あたり100〜
200円程度のWTPになる。

• 有料コンテンツ利用者の合計WTP(187円)は、有料コンテンツ非利用者の
合計WTP(68円)よりも高い。

• 3G ユ ー ザ ーの 合 計 WTP(KDDI では 98 円 ) は 、 2G ユ ー ザ ーの 合 計
WTP(KDDIでは23円)よりも高い。

• 3Gユーザーに注目する限り、事業者別のプラットフォームWTPに顕著な
差は観察されない。ただし、NTT3Gユーザーの料金回収代行、au3Gユー
ザーの音楽サイトへのWTPは高く、各会社別の消費者選好の違いを反映
しているのかもしれない。
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事業者乗換率・音楽配信利用率と個人属性

推定値 標準誤差 t値 推定値 標準誤差 t値

男性ダミー 0.0159 0.0252 0.63 0.0200 0.0229 0.87

年齢 -0.0061 0.0008 -7.45 *** -0.0047 0.0007 -6.27 ***

大卒ダミー 0.0281 0.0259 1.09 -0.0030 0.0236 -0.13

世帯所得(万円) 0.0001 0.0000 2.25 ** 0.0000 0.0000 1.64

MNP経験ダミー 0.1105 0.0305 3.62 *** 0.0298 0.0278 1.07

有料コンテンツダミー 0.0615 0.0300 2.05 ** 0.1266 0.0273 4.63 ***

NTTダミー 0.0155 0.0280 0.55 0.0089 0.0255 0.35

sbダミー -0.0311 0.0362 -0.86 -0.0448 0.0330 -1.36

3Gダミー 0.0388 0.0366 1.06 -0.0074 0.0334 -0.22

定数項 0.5004 0.0572 8.75 *** 0.4196 0.0521 8.05 ***

事業者乗換率(\5000 all portability on) 音楽配信利用率(300 all on)

11. 事業者乗換率・音楽配信利用率と個人属性

• 事業者乗換率と音楽配信利用率の間には強い相関(相関係数0.6724)が
ある。

• 事業者乗換率と、年齢(−)、世帯所得(＋)、MNP経験(＋)、有料コンテンツ
利用(＋)が有意に関係している。

• 音楽配信利用率と、年齢(−)、有料コンテンツ利用(＋)が有意に関係してい
る。
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